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(57)【要約】
　【解決手段】　歯の白色化フィルムは水不溶性高分子
シートを含むものである。前記水不溶性高分子シートの
表面上にゼラチン状の活性層を含むものである。ゼラチ
ン状の活性層はトリポリリン酸塩を含むものである。
　【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　歯の白色化フィルムであって、
　　水不溶性高分子シートと、
　　前記水不溶性高分子シートの表面に配置された、トリポリリン酸塩を含むゼラチン状
の活性層と、
　を含むことを特徴とする歯の白色化フィルム。
【請求項２】
　請求項１記載の歯の白色化フィルムであって、前記ゼラチン状の活性層はさらに過酸化
水素を含むものである。
【請求項３】
　歯の白色化フィルムの製造方法であって、
　　水不溶性高分子シート上にトリポリリン酸塩を含む水溶性のゲルを配置する工程と、
　　前記水溶性ゲルをゼラチン状態に乾燥させる工程と、
　を含むことを特徴とする歯の白色化フィルムの製造方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、歯科分野に関するものであり、特に歯の浄化および白色化に有用な装置に関
するものである。
【０００２】
　関連出願の相互参照
　本出願は、その全体を参照として本明細書に援用する、２０１４年１２月１７日出願の
米国仮特許出願第６２／０９３，０８５号に対する優先権を主張する。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００３】
　本明細書は、歯の白色化装置、前記歯の白色化装置の製造方法、前記歯の白色化装置の
使用方法を記載するものである。
【０００４】
　１実施形態において、歯の白色化フィルムは水不溶性高分子シートを含むものである。
前記水不溶性高分子シートの表面にゼラチン状の活性層が配置されてもよい。前記水不溶
性高分子シートは、トリポリリン酸塩を含んでもよい。
【０００５】
　本願の更なる特徴及び長所は以下に記載されるものであるが、その一部は本明細書の記
載から自明のものであり、または本願を実施することにより修得されるものである。本発
明の特徴及び長所は、測定器および下記の請求の範囲で特定される組合せによって実現及
び取得されるものである。本発明のこれら及び他の特徴は次に記載する実施形態及び請求
の範囲によってより完全に明らかにされるものであり、また以下に示す発明を実施するこ
とにより理解されるものである。
【図面の簡単な説明】
【０００６】
　本発明の上述及びその他の長所及び特徴を得るための形態を記載するために、添付の図
面で示す特定の実施形態を参照して上述の発明の概要を以下に更に詳しく説明する。添付
の図面は本発明の典型的な実施形態を示すもので、本願の請求の範囲を限定するものでは
ないとの理解の上で、添付の図面を参照して本発明を更なる特異性及び詳細と共に説明す
る。
【図１】図１は、本発明の１実施形態による白色化フィルムの斜視図を示す。
【図２】図２は、図１の白色化フィルムの側部詳細図である。
【発明を実施するための形態】



(3) JP 2018-505142 A 2018.2.22

10

20

30

40

50

【０００７】
　水溶性のトリポリリン酸塩は、作用されやすい染みを溶液に溶かすことにより歯を白く
する。普通の人の歯を磨く時間は６０秒未満であるので、歯磨き剤によって供給されるト
リポリリン酸塩の歯との接触時間は限られている。本願の実施形態は、接触時間を増大さ
せて歯の染みの分解を向上させるための供給方法を提供するものである。
【０００８】
　図１及び２で示すように、本願の１実施形態による白色化フィルム１０は薄い水不溶性
の高分子またはプラスチックの柔軟なバッキング材１２を用い、これにトリポリリン酸塩
を活性成分として含む水溶性のゼラチン層１４が塗布されるものである。完成した白色化
フィルム１０は、前記活性成分を含む水溶性のゼラチン層１４が歯の表面に接触するよう
に適用される。前記水不溶性のバッキング材１２は歯の反対側に配置され、前記ゼラチン
層１４を唾液による希釈作用から守る役目をする。完成した白色化フィルム１０は、１分
以上の間着用するように設計されたものであり、他の実施形態では１５分、３０分、６０
分、１８０分、２４０分、３６０分または他の適切な適用時間を必要な治療時間とするも
のである。夜間用白色化フィルム１０は、ユーザが寝ている間に着用する本願の実施形態
である。染み除去体制は数日から数週間と、所望される白さを達成するために設定可能で
ある。
【０００９】
　薄い高分子またはプラスチックバッキング材１２はポリエチレンシート、ポリプロピレ
ンシート、ポリウレタンシート、ナイロンシート、ワックスシート、パラフィンシート、
ＰＶＣシート、及び他の有用な水不溶性のシート材を含むものであるが、これらに限定さ
れるものではない。
【００１０】
　前記活性成分を含むゼラチン組成物１４は、液性成分、高分子増粘剤、及びｐＨを調整
する成分を含んでもよい。前記活性成分を含むゼラチン組成物１４は、さらに甘味材、香
味料、フッ化物、反歯石エージェント、抗菌及び他の有用な成分等を追加成分として含ん
でもよい。
【００１１】
　増粘剤の例として、ＰＶＰ、ポリエチルオキサゾリン、カルボキシポリメチレン、グア
ーガム、キサンタンガム、シリカ粉末、ヒュームドシリカ、ポリエチレングリコール、及
び他の有用な増粘剤が含まれるが、これらに限定されるものではない。
【００１２】
　液性成分の例として、水、エタノール、プロピレングリコール、グリセリン、プロパノ
ール及び他の有用な液性成分を含むものであるが、これらに限定されるものでない。
【００１３】
　ｐＨ調整成分の実例は、水酸化カリウム、水酸化ナトリウム、塩酸、硫酸、リン酸及び
他のｐＨ調整媒体が含まれるが、これらに限定されるものではない。
【００１４】
　トリポリリン酸塩は、トリポリリン酸ナトリウム及びトリポリリン酸カリウムを含むが
、これらに限定されるものではない。
【００１５】
　前記構成成分は、均等なゲルになるまで通常メカニカルミキサーを使って撹拌してむら
なく混ぜ合わせられる。前記ゲルは、前記水不溶性の高分子バッキング材１２上に薄い層
になるように塗られ、ゼラチン状になるまで乾燥させて、前記ゼラチン組成物１４が形成
される。最終的な白色化フィルム１０は歯の少なくとも１部分にフィットするサイズに切
断され、密封容器にパッケージされる。
【００１６】
　ここで使用される「ゼラチン状」材は、ミミズグミとして知られている糖菓に類似する
物理的な特性を持つものである（ひびができたり割れたりすることなしに歯の表面にぴっ
たりと装着できる柔軟性と柔らかさを有すると同時に、別のゼラチン状材と相互接触する
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【００１７】
　本願の別の実施形態では、トリポリリン酸の染み除去能力と過酸化物の白色化・酸化能
力を前記ゼラチン組成物１４に組み合わせる。当初の予想に反して、トリポリリン酸ナト
リウムと過酸化物は相溶性を有し、溶液内で溶解状態を維持できることが分かった。した
がって、過酸化合物とトリポリリン酸ナトリウム・カリウムのいかなる組合せも本特許の
範囲に含まれる。高分子増粘剤マトリクス内の溶解性において両方の成分の濃度が最大と
なる組合せが理想的である。
【００１８】
　実施例１　
１０％　－　トリポリリン酸ナトリウム
３０％　－　ポリ　２－エチル　オキサゾリン
１０％　－　エタノール
０．３％　－　ペパーミントオイル
０．２％　－　スクラロース
４９．５％　－　水
　前記構成成分はメカニカルミキサーで均等になるまで混ぜ合わされる。出来上がったゲ
ルはパラフィン等の水不溶性の高分子バッキング材上に薄い層に伸ばされ、ゼラチン状に
なるまで乾燥される。
【００１９】
　実施例２　
１０％　－　トリポリリン酸カリウム
３０％　－　ＰＶＰ
５％　－　３５，０００　ｍ．ｗ．
０．３％　－　ペパーミントオイル
０．２％　－　スクラロース
５４．５％　－　水
　前記構成成分はメカニカルミキサーで均等になるまで混ぜ合わされる。仕上がったゲル
はポリプロピレンシート等の水不溶性の高分子バッキング材上に薄い層に伸ばされ、ゼラ
チン状になるまで乾燥される。
【００２０】
　実施例３　
５％　－　トリポリリン酸カリウム
２８％　－　ＰＶＰ
５％　－　ポリエチレングリコール３５，０００　ｍ．ｗ．
０．３％　－　ペパーミントオイル
０．２％　－　スクラロース
３６．５％　－　水
１０％　－　カルバミドペルオキシド
１５％　－　エタノール
　前記構成成分はメカニカルミキサーで均等になるまで混ぜ合わされる。出来上がったゲ
ルはポリプロピレンシート等の水不溶性の高分子バッキング材上に薄い層に伸ばされ、ゼ
ラチン状になるまで乾燥される。
【００２１】
　特定の実施形態と詳細が本明細書及び発明の例示のために添付の発明の開示に記載され
るが、当業者であれば本明細書で開示された方法及び装置の様々な変形が本願の発明の範
囲から逸脱することなしに可能であることは明らかである。
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【国際調査報告】
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